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東京アクアシンフォニー協賛要綱 新旧対照表 

改正案 現行 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、お台場海浜公園水域の噴水施設「東京アクアシンフォニー」

（以下「噴水」という。）の趣旨に賛同する法人、その他団体又は個人（以下「企

業等」という。）が、東京アクアシンフォニー実行委員会（以下「実行委員会」

という。）に協賛する際に必要な事項を定めるものとする。 

 

（協賛の種類） 

第２条 この要綱において、協賛とは、企業等が実行委員会に対して行う次の各号

に掲げる行為をいう。 

（１）資金協賛 

実行委員会が実施する事業に要する資金（以下「協賛金」という。）の提 

供 

（２）物品協賛 

実行委員会が実施する事業に要する物品（以下「協賛物品」という。）の 

提供 

（３）その他協賛 

前各号に該当しない便益の供与等（役務の提供や著作物の利用許諾等を

いう。）で、実行委員会が認めるもの（当該供与に係る便益を以下「協賛

便益」という。） 

２ 前項第２号に規定する協賛物品及び同項第３号に規定する協賛便益の具体的

な内容、条件等は、実行委員会と協賛を申し込む企業等（以下「申込者」とい

う。）が協議して決定する。 

 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、お台場海浜公園水域において整備される噴水施設「東京アク

アシンフォニー」（以下「噴水」という。）の趣旨に賛同する法人、その他団体又

は個人（以下「企業等」という。）が、東京アクアシンフォニー実行委員会（以下

「実行委員会」という。）に協賛する際に必要な事項を定めるものとする。 

 

（協賛の種類） 

第２条 この要綱において、協賛とは、企業等が、実行委員会が実施する事業に要

する資金（以下「協賛金」）という。）を提供することをいう。 
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（協賛の申込み等） 

第３条 申込者は、東京アクアシンフォニー協賛申込書（様式第１号。以下「申

込書」という。）を実行委員長に提出するものとする。 

２ 実行委員長は、前項の申込書の提出があった場合、第９条第１項各号のいず

れにも該当しないと認められるときは、速やかに受理し、申込者に対して東京

アクアシンフォニー協賛受理書（様式第２号。以下「受理書」という。）により

受理した旨を通知するものとする。 

 

（協賛金の納入等） 

第４条 （現行のとおり） 

２ 実行委員長は、協賛金を納入した企業等が領収書の発行を希望するときは、

領収書を発行することができる。 

 

（協賛物品の納入等） 

第５条 物品協賛については、受理書の通知を受けた申込者が、実行委員長が指

定する方法により、協賛物品を納入することによって行うものとする。 

２ 申込者は、実行委員長の求めに応じ、協賛物品に関し必要な資料等を実行委

員長に提出するものとする。 

３ 実行委員長は、協賛物品を納入した申込者が希望するときは、受納書を発行

することができる。 

 

（その他協賛の実施等） 

第６条 その他協賛については、受理書の通知を受けた申込者が、実行委員長が

指定する方法により、協賛便益の供与等を実施することによって行うものとす

る。 

２ 申込者は、実行委員長の求めに応じ、協賛便益に関し必要な資料等を実行委

（協賛の申込等） 

第３条 企業等は、東京アクアシンフォニー協賛申込書（様式第１号。以下「申込

書」という。）を実行委員長に提出するものとする。  

２ 実行委員長は、前項の申込書の提出があった場合、第７条第１項各号のいずれ

にも該当しないと認められるときは、速やかに受理し、申込者に対して東京アク

アシンフォニー協賛受理書（様式第２号。以下「受理書」という。）により受理し

た旨を通知するものとする。  

 

（協賛金の納入等） 

第４条 （略） 

２ 実行委員長は、協賛金を納入した申込者が領収書の発行を希望するときは、

領収書を発行することができる。 
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員長に提出するものとする。 

３ 申込者がその他協賛を行ったとき、実行委員長は、申込者に対し実施状況の

報告を求めることができる。 

 

（協賛の特典等） 

第７条 第４条第１項の規定により協賛を行った申込者の特典は、別表「東京ア

クアシンフォニー協賛特典一覧」（以下「特典一覧」という。）のとおりとする。 

２ 前項において実行委員長が必要と認めるときは、特典一覧に規定する特典以

外の新たな特典を追加することができる。 

３ 第５条第１項又は前条第１項の規定により協賛を行った申込者の特典は、実

行委員長が協賛の内容等を踏まえ決定する。 

 

（協賛金等の使途） 

第８条 協賛金は、その全てを実行委員会の経費に充て、協賛物品及び協賛便益は、

実行委員会が実施する事業の用にのみ供するものとし、いずれも目的外には一

切使用しないものとする。 

 

（協賛申込みの不受理等） 

第９条 実行委員長は、申込者が次の各号のいずれかに該当する場合は、申込書

を受理しないものとし、申込者に対しその旨を通知する。 

（１） 特定の政治、思想、宗教等の活動を目的とした団体、又は噴水を特定の政

治、思想、宗教等の活動に利用するおそれのある者 

（２）から（５）まで （現行のとおり） 

２ 実行委員長は、申込書を受理された者が、その後、前項各号のいずれかに該

当するに至った場合、又は前項各号のいずれかに該当することが判明した場合

は協賛を取り消すものとし、申込書を受理された者に対し、その旨を通知する

 

 

 

 

（協賛の特典等） 

第５条 第４条第１項の規定により協賛を行った企業等（以下「協賛者」という。）

の特典は、別表「東京アクアシンフォニー協賛特典一覧」のとおりとする。 

２ 実行委員長が必要と認めるときは、特典一覧以外の新たな特典を追加する場合

がある。 

 

 

 

（協賛金の使途）  

第６条 協賛金は、その全てを実行委員会の経費に充て、目的外には一切使用しな

いものとする。 

 

 

（協賛申込の不受理等）  

第７条 実行委員長は、申込者が次の各号のいずれかに該当する場合は、申込書

を受理しないものとし、申込者に対しその旨を通知する。 

（１） 特定の政治、思想、宗教等の活動を目的とした団体、又は噴水を特定の

政治、思想、宗教等の活動に利用する恐れのある者  

（２）から（５）まで （略） 

２ 実行委員長は、申込書を受理された者が、その後、前項各号のいずれかに該

当するに至った場合、又は前項各号のいずれかに該当することが判明した場

合は協賛を取り消すものとし、協賛者に対し、その旨を通知するとともに、
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とともに、協賛金又は協賛物品については原則として返戻する。 

 

（補則） 

第 10条 この要綱に定めるもののほか、協賛に関し必要な事項は、別に定める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原則として、協賛金又は協賛物品を返戻する。 

 

（補則）  

第８条 この要綱に定めるもののほか、協賛に関し必要な事項は、別に定める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料１－２ 

【別表】     東京アクアシンフォニー協賛特典一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 プラン A－2 はプラン A の協賛実績がある企業等のみ申込みができるも

のとする。 

※2 プラン A－2 の①′は、プラン A の有効期間経過後に、プラン A の①の

特典で作成したプログラムを継続して上演する特典（当該プログラムに

関し、園内放送等で、協賛によるものである旨を告知することを含

む。）。 

※3 プラン A 及びプラン A－2 の特典の有効期間は協議の上決定する。 

※4 プラン B、プラン C 及びプラン D の特典の有効期間は、協賛受理書発行

日の翌月一日から一年間とする。ただし、令和７年度中に申込みがあっ

た場合については、令和９年３月 31 日までとする。 

※5 イベントプランによる協賛は、プラン A、A-2、B、C 又は D のいずれか

の申込者が当該プランの特典の有効期間においてのみ行うことができる

ものとする。 

※6 ①及び①′の内容については、屋外広告物条例、その他法令に抵触しな

いものとする。 

※7 ②については実行委員会が認めるものに限る。なお、申込者による利用

を原則とするが、臨海副都心地域に申込者が所有する施設内で、テナン

【別表】     東京アクアシンフォニー協賛特典一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※プラン A の特典の有効期限は協議の上決定する。  

※プラン B、プラン C 及びプラン D の特典の有効期限は、協賛受理書発行日の

翌月一日から一年間とする。ただし、令和７年度中に申し込みがあった場

合については、令和９年３月 31 日までとする。  

 

 

 

※①の内容については、屋外広告物条例、その他法令に抵触しないものとす

る。  

※②については実行委員会が認めるものに限る。なお、協賛者による利用を

原則とするが、臨海副都心地域に協賛者が所有する施設内で、テナントに



資料１－２ 

ト等に利用させる場合を含む。 

※8 プラン A 及びプラン A－2 の申込者による②については、ロゴマークの

加工（実行委員会が認めるものに限る。）を行うことができるものとす

る。 

※9 ⑤の演出枠の利用に伴い必要経費が生じる場合には、当該必要経費及び

事務費相当額を、必要経費相当額として協賛金額に加算するものとす

る。 

※10 イベントプランについて、東京都又は他の公共団体から申込みがあっ

た場合及び実行委員長が認めた場合には、実行委員長は協賛金の支払

いを免除することができるものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用させる場合を含む。  

※プラン A の協賛者による②については、ロゴマークの加工（実行委員会が

認めるものに限る。）を行うことができるものとする。  

 

 

 

 

 

 

 

※金額は全て税別。 
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様式第２号（第３条第２項関係） 

 


